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R5の研究において作成した研修体系表（試案）です。
各項目の見方、活用の仕方は別紙でお伝えします。



研修体系表（試案）記載事項について

調査結果より、ステップ２「気付く」への関心・

ニーズが高いことが分かりました。

「子ども理解」が充実することで、授業・学級

づくり、体制づくりにもつながります。

研修項目はR５のものです。各ステージにおいて目

指す姿の達成に向けて有効と考える研修項目を、

県の指標に基づき、県や国の資料から選定しました。

研究協力校との実践研究を経て、調整します。

校長及び教員としての資質の向上に関する指標

【第２版】に示されている「特別な支援を必要とす

る児童生徒の対応」に関する内容です。

子どもに対する指導・支援の観点
から４領域に分け、ステップという
段階を設けました。



研修体系表（試案）活用に向けたご意見・質問と回答

Q.研修項目は何に基づき選
定しているのですか？

A.県の指標に基づいて、県や国の資料等
から整理し、調査結果に基づき、気付くス
テップを軸に研修項目を選定しています。

Q.該当ステージと特別支援
教育に関する求められる姿
にギャップがある際はどうし
たらいいですか。

A.前後のステージに求められ
る姿を確認して、必要だと思う
内容から始めてみてください。
ステップ（子どもに対する指導・
支援の観点）から、課題・関心の
あるところを確認するのもおす
すめです。

Q.ステップ、ステージの捉
え方、研修項目の見方を教
えてください。

A.ステップは子どもに対する
指導・支援の観点から整理し、
ステージは指標に基づき、そ
れぞれ段階を設定しています。
研修項目（例）は、基礎となる
項目を上に示しています。
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研修項目（大）（小）を参照し、
研修内容を確認します。

研修を企画・検討する際の活用の仕方について

参考資料に基づき、研修を構
築します。

各研修コンテンツ（動画、資料、ワーク
等）は準備中です。順次公開予定です。


